


5 May

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

第52回九州・山口医科学生 体育大会　軽音楽部門 5（日） 10:30 無　料 産業医科大学　軽音楽部
080-5120-8803（藤井）

北九州子ども劇場　5月高学年部例会
「CUSTOM JAZZ　LIVE」 11（土） 19:00

会　費
＊子ども劇場会員でない方は

お問合せください

北九州子ども劇場
093-884-3834

小山実稚恵　12年間・24回リサイタルシリーズ　「音の旅」 12（日） 14:00

Ｓ席 ￥4,000
Ａ席 ￥3,000
（当日￥500増）

プレトーク（3/26小劇場）と
S席のセット ￥6,500

音風の会事務局
080-3972-3789（大山）

第22回北九州地区　フラフェスティバル
18（土） 11:00 ￥1,500

（当日￥200増）
子ども券（当日のみ）　　
0歳～中学生 ￥500

九州ハワイアン協会
096-359-373819（日） 11:00

平成25年度 第43回 北九州市ファミリー劇場
「角笛シルエット劇場」
心に残る美しい影絵劇。
【演目】やさしいライオン、つのぶえのうた 

23（木） 10:30 　大人 ￥1,100
　子ども 　￥900　
　親子 ￥1,700
（当日各￥300増）

＊子どもは 3歳以上中学生以下
＊ 2歳以下膝上観覧無料

北九州芸術劇場
093-562-265524（金） 10:30

25（土） 10:30

坂本眞理ピアノリサイタル 26（日） 19:00 ¥2,500 西部沢井薬品株式会社
093-964-1834（佐藤）

小倉北区連合婦人会　民踊のつどい 29（水） 10:30 ¥500 小倉北区連合婦人会
093-531-9944

中劇場

シティボーイズミックス PRESENTS
「西瓜割の棒、あなたたちの春に、桜の下ではじめる準備を」 
大竹まこと・きたろう・斉木しげるの3人からなるコントユニット

4（土・祝） 14:00 　一般 ￥7,000
ユース ￥3,500

（24歳以下・要身分証提示・
枚数限定・劇場のみ取扱）
（当日各￥500増）

北九州芸術劇場
093-562-26554（土・祝） 18:00

5（日・祝） 14:00

北九州子ども劇場5月低学年部例会　人形劇団プーク
「ねぎぼうずのあさたろう」併演「ピーターとおおかみ」 16（木） 18:30

会　費
＊子ども劇場会員でない方は

お問合せください

北九州子ども劇場
093-884-3834

北九州市制50周年記念・第51回北九州芸術祭参加
「もう一つの放浪記」　橋本和子・作　井生定巳・演出

18（土） 18:30 一般 ￥3,000
学生 ￥2,000
（大学生以下）

劇団青春座
093-922-4995（井生）19（日） 13:30

北九州市民劇場5月例会　俳優座「樫の木坂の四姉妹」

25（土） 18:30

会　費
＊市民劇場会員でない方は
お問合せください

北九州市民劇場
093-541-0075

26（日） 13:30
27（月） 13:30
28（火） 12:00

29（水） 13:30
18:30

31（金） 13:30
6/1（土） 13:30

小劇場
ギターのつどい２０１３ 18（土） 15:30 ¥800 

㈱ヤマハミュージック九州　小倉店
GALLOP　小倉
093-531-4344

柿原正洋　Trio　コンサート 24（金） 19:00 ¥3,000 柿原正洋
090-3416-9093

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

海峡の風26回展　絵画 1（水）～7（火）
10:00～18:00 無　料 海峡の風

090-2582-1415

５グループ合同写真展　写真 8（水）～14（火） 無　料 デジカメクラブ
093-612-6327

第10回はじめての水墨画展　絵画 15（水）～21（火） 無　料 八幡市民会館水墨画教室

Photo exhibition -10colors-　写真 22（水）～28（火） 無　料 Photo Club NUDO
080-3678-0962

足立陶友展　陶芸 5/29（水）～6/4（火）
10:00～18:00 無　料 足立陶友会

093-941-2763（三郎丸市民センター）

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

帆柱少年少女合唱団 ファイナル・コンサート
帆柱少年少女合唱団・OB・OG　大蔵マイドリーム

3（金・祝） 17:00 無　料
＊要整理券

帆柱少年少女合唱団
093-671-7025（田中）
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5 May

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

響ホール20thシリーズ
日医工presents 葉加瀬太郎クラシックシアターⅢ supported by Iwatani
J.Brahms:ヴァイオリン・ソナタ第３番ニ短調Op.108　ほか

9（木） 19:00 指定席 ￥7,000
＊学生割引なし

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093-663-6661
第6回 KAITOフィルハーモニー管弦楽団演奏会
池田開渡（指揮）　モーツァルト:交響曲第35番「ハフナー」　ほか

12（日） 14:00 無　料 KAITOフィルハーモニー管弦楽団
090-5479-2003（川谷）

チケット完売

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

花鳥のしらべ－琳派・文人画から放菴まで
琳派・文人画の優品を厳選し、花鳥を愛した小杉放菴を特集します。

4/5（金）～6/2（日）
　　　 一般 ￥600
高校・大学生 ￥400
中学生以下無料
（保護者同伴）

出光美術館（門司）
093-332-0251

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

筑前琵琶「平家物語」演奏会 4（土・祝）
11:00 無　料 関門海峡ミュージアム

（海峡ドラマシップ）
093-331-670013:00 無　料

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

現代押し花アート展
押し花額絵作品約100点展示

22（水）～27（月）
10:00～17:00
※27（月）は15：00まで

無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093-321-4151

視写会　写真展
「時の止まった街角・イエメン・素顔に出会う旅」など約90点展示

5/28（火）～6/2（日）
9:00～17:00

※28（火）は13：00から、
　6/2（日）は15：00まで

無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093-321-4151

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ（近藤タケユキデュオ） 5（日・祝） 18:30
門司港レトロ展望室入館料金必要

大人 ￥300
小人 ￥150

B&A門司港
093-321-4151

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール
平成25年度　第43回 北九州市ファミリー劇場「角笛シルエット劇場」
心に残る美しい影絵劇。
【演目】やさしいライオン、つのぶえのうた

28（火） 10:30

　　　大人 ￥1,100
子ども（3歳～中学生） ￥900
　　　親子 ￥1,700
（当日各￥300増）
※ 2歳以下膝上観覧無料

北九州芸術劇場
093-562-2655

ホール
門司区芸術祭　吟詠剣詩舞大会 12（日） 9:30 無　料 門司文化団体連合会

093-331-6232

門司みなと祭　カラオケ大会 19(日) 9:20 入場整理券
￥600 門司みなと祭協賛会

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

八神純子コンサート2013 14（火） 19:00 A席 ￥5,500
B席 ￥5,000

MIN-ON北九州
093-884-1833

こまどり姉妹・渥美二郎　歌の饗演 15（水） 13:00 S席 ￥5,500 ソワード株式会社
0956-22-2036

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：「片山善博」氏

18（土） 13:30 関係者（随時募集） 北九州市民文化大学
093－ 522-5008
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5 May

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

プレイルーム こどもまつり
ダンボール遊びや人形ペープサート作り、ミニマジックショーなど 

3(金・祝)
4（土・祝）

10：00～
　16：00 無　料 こども文化会館

093-592-4152

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

少女漫画の世界展
北九州・下関ゆかりの少女漫画家の展覧会。

3/20（水・祝）～5/19（日）

　一般 ￥500
中高生 ￥300
小学生 ￥150
小学生未満無料

北九州市漫画ミュージアム
093-512-5077

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企画展示室 ポーラ・コレクション　絵双六にみる近代の女性とおしゃれ
明治～昭和時代の女性に関する絵双六や化粧道具等約90点展示。

4/20（土）
～

6/18（火）
9:00

小倉城庭園入館料
一般　￥300
中高生￥150
小学生￥100

北九州市立小倉城庭園
093-582-2747

和　室 こども茶会
茶道を習っている小中学生がお点前を披露するお茶会です。

5（日・祝） 9:30
¥500 

（薄茶一席・入館料込）
先着 50名
※要申込

書院棟

JAZZナイト
ライトアップした庭を背景に大名屋敷でジャズを鑑賞します。

11（土） 18:00～
　20:00

¥1,500 
（呈茶付・入館料込）

先着 80名
※要申込

パンフルートコンサート
パンフルートとクラシックギターによる演奏会です。

18（土）
11:00 ¥500 

（呈茶付・入館料込）
先着各 50名
※要申込13:00

和室・立札席 第七回北九州市民煎茶会
玉露席と香煎席の煎茶会です。

26（日） 9:00～
 14:00

¥1,300 
（玉露席・香煎席・入館料込）

先着 50名
※要申込

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子ども映画会
「アラジンと魔法のランプ」・ミッキーマウスの映画3本ほか。

12（日） 14:00 無　料
（先着50名）

北九州市立視聴覚センター
093-561-3131

週末映画会（洋画「わんぱく戦争」） 18（土） 14:00 無　料
（先着50名）

クラシック・レコード・コンサート
メンデルスゾーン作曲：ヴァイオリン協奏曲ほか。楽曲解説あり。

19（日） 14:00 無　料
（先着50名）

週末映画会　（邦画「伊賀の水月」） 25（土） 14:00 無　料
（先着50名）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホール コール・グレイス　25周年記念演奏会
発表会

19（日） 14:00 ¥1,000 
※高校生以下無料

コール・グレイス
093-511-5423（片桐）

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第66回示現会北九州展
洋画　120点

21（火)～26（日)
　 一般￥700
高･大生￥400
中学生以下無料

（社 )示現会福岡支部（膳天）
090-3370-7524

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

生誕100年「マサコ・ムトー人間展 ～手のひらのしあわせ豆紙人形～」
旧門司市出身の、光を失った彼女が織りなす小さな希望の作品たち

4/6（土）～6/16（日）
※5/3（金・祝）～5/5（日）は
19:00 まで　　　　　

無　料
※入園料が必要

到津の森公園
093-651-1895
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5 May

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第14回特別企画展　生誕110年 林芙美子展 ―風も吹くなり　雲も光るなり―
北九州市出身の作家林芙美子の自筆資料、ゆかりの品などを展示

～6月9日（日）
　一般￥500
中高生￥200
小学生￥100

北九州市立文学館
093-571-1505

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企画展示室 北九州市制50周年・松本清張没後20年記念特別企画展
「昭和史発掘への招待」 1/19（土）～5/6（月・振）

　大人￥500
中高生￥300
小学生￥200

松本清張記念館
093-582-2761

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

大画廊

～四季の雅を描く～ 吉田晃一郎　日本画展
四季の花々や那智の滝などの風景画20点余りを展示。

1（水）～7（火） 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093-522-2521

～ヨーロッパの風～　第6回　荒木淳一　油絵展
南欧の風景を中心に、暖かい色彩で描く荒木先生の個展。

8（水）～14（火） 無　料

初夏の掛軸秀作展
現在活躍中の作家の水墨山水や季節ものを中心に紹介。

15（水）～21（火） 無　料

重松つる子・重松依子二人展　～母と娘のコラボレーション～
日本画・素描・イラストレーションの作品展。

22（水）～28（火） 無　料

小画廊

心に残る詩情をもとめ　竹下國雄　油彩展
自然の不思議と色彩の美しさを表現する竹下先生の個展。

1（水）～7（火） 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093-522-2521

現代人気作家による　魅惑のガラス絵展 8（水）～14（火） 無　料

第4回　岡林タカオ吹きガラス展
昔ながらの手仕事による懐かしい手吹きガラスを紹介。

15（水）～21（火） 無　料

穴窯による焼締陶　稲葉幸作展
筑豊地方の土を使い、釉薬を一切使用せずに焼き締めた作品を紹介。

22（水）～28（火） 無　料

会　場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

１階歴史
ゾーン

小倉城　所蔵品展
小倉城が所蔵する品々を約50点展示

4/4（木）～9/1（日）
　大人￥350
　中高￥200
小学生￥100

小倉城
093-561-1210

４階市民の
大広間

第４回　布あそびと切り絵展
水引きと古布を使った手作り作品約100点を展示

4/14（日）～5/6（月・振）
　大人￥350
　中高￥200
小学生￥100 小倉城

093-561-1210
第３回　日本のお城写真展
日本全国のお城を旅して撮影した写真を約150点展示

 5/11（土）
～6/9（日）

　大人￥350
　中高￥200
小学生￥100

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

多目的ホール

水曜コンサート「シャンソンとピアノの奏べ」
歌：酒井京子　ピアノ：湯田美津子

1（水） 14:00 無　料
水環境館

093-551-3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来洋子　ピアノ：湯田美津子

15（水） 14:00 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール 民謡 民舞 歌謡のつどい 26（日） 10:00 無　料 民謡 楠の木会　事務局
090-9583-7501

展示
コーナー

小倉南美術協会洋画部会展
5（日・祝）～12（日）
9:00～17:00
※5（日）は13:00から、
　12（日）は15:00まで

無　料 小倉南美術協会洋画部
093-963-1374（木原）

小倉南美術協会水墨画部会展
5/28（火）～6/2（日）
9:00～17:00

※28（火）は12:00から、
　6/2（日）は15:00まで

無　料 小倉南美術協会水墨画部事務局
093-471-5831
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5 May

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

アトラクティブ・サウンズ・フェロー　15th Concert
2013年度　吹奏楽コンクール課題曲より
明日への開拓、ペルセウス～大空を翔る英雄の戦い、他

3（金・祝） 14:00
¥700 

（当日￥100増）
※小学生以下無料

アトラクティブ・サウンズ・フェロー
090-8295-4246（下田）

平成25年度　第43回 北九州市ファミリー劇場「角笛シルエット劇場」
心に残る美しい影絵劇。
【演目】やさしいライオン、つのぶえのうた

27（月） 10:30

　　　大人 ￥1,100
子ども（3歳～中学生） ￥900
　　　親子 ￥1,700
（当日各￥300増）
※ 2歳以下膝上観覧無料

北九州芸術劇場
093-562-2620

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企画展示場 企画展「ヒトと共にあるロボット展」
人の暮らしや安心・安全などを支えるロボットを展示。

3月30日（土）～
　6月30日（日）

　　　一般 ￥500
小～高校生 ￥250

北九州市、北九州イノベーションギャラリー
093-663-5411

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

会議室 木のおもちゃランド
「あおむし工房」湯元桂二さんの木のおもちゃを展示します。

6（月・振） 13:00～
　15:00 無　料 児童文化科学館

093-671-4566

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

北九州アカデミー少年少女合唱団　第39回定期演奏会 6（月・振） 15:00
指定席 ￥1,500
自由席 ￥1,200
（前売・当日共）

北九州アカデミー少年少女合唱団
090-6638-1155（石井）

平成25年度　第43回 北九州市ファミリー劇場「角笛シルエット劇場」
心に残る美しい影絵劇。
【演目】やさしいライオン、つのぶえのうた

22（水） 10:30

　　　大人 ￥1,100
子ども（3歳～中学生） ￥900
　　　親子 ￥1,700
（当日各￥300増）
※ 2歳以下膝上観覧無料

北九州芸術劇場
093-562-2655

美術展示室

第1回　犀川愛子絵画クラブ作品展
油絵・水彩画・アクリル画　約100点

1（水）～9（木）
10:00～17:00
※9（木）は16:00まで

無　料 090-4350-6206（中里）

傘寿記念（画劇・絵画）西玲子展
油絵・水彩画・版画　その他　約50点

11（土）～17（金）
10:00～17:00
※17（金）は16:00まで

無　料 093-611-4496（西）

ほばしら墨友会　水墨画展
水墨画　約200点

19（日）～25（土）
10:00～17:00
※25（土）は16:00まで

無　料 ほばしら墨友会
093-631-7167（竹内）

あんずの会　押し花絵展
押し花絵　約100点

26（日）～30（木）
10:00～16:00
※26（日）は12:00から

無　料 押し花絵あんずの会
093-283-1685（中村）

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

イベント広場 ユキンコアキラのパフォーマンスショー
踊るように動きながら絵を描いていくパフォーマンスショー

６(月・振) 13:00
15:00 無　料 北九州市立子どもの館

093-642-5555

子どもホール 人形劇サークルきさらぎ　公演
人形たちが元気に動き出す、家族で楽しめるステージです 

12(日) 13:00
15:00 無　料 北九州市立子どもの館

093-642-5555

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

高原音楽堂 ブラスフェステバル in 平尾台
中・高校生のマーチングバンドが平尾台に集合してパレードします。

3（金・祝） 10:00～
　15:00

無　料
※別途要駐車場代

普通車 ￥300　大型 ￥1,000

平尾台自然の郷
093-452-2715

11 かるかる  2013.May
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会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

こやのせ座
第12回　木屋瀬芸術祭 3（金・祝）～

5（日・祝） 10:00 無　料 長崎街道木屋瀬宿記念館
093-619-1149

ギターコンサート 19（日） 13:00 ¥1,000 伊藤紀子
090-8777-5311

イベント 期　間 入　場　料 問合せ先

春のこっとう展
蔵出し、初物の茶道具や掛軸、壺、民芸家具などを展示。

4/30（火）～5/5（日・祝） 無　料

093-643-5268

～沖縄の風～フリオゴヤ・平敷慶秀　二人展
彫刻家フリオ ゴヤの作品と沖縄出身の平敷慶秀の麻素材作品を展示。

7（火）～12（日） 無　料

山村織物　久留米絣展
伝統技術を守りながらも現代の生活に合う久留米絣作品を展示。

14（火）～19（日） 無　料

青木重子　創作和布展
デザインを活かした着物や草木染の生地を使ったオリジナル服を展示。

21（火）～26（日） 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

コンフォートウィンドアンサンブル25周年記念コンサート ４（土）
5（日・祝） 14:00

一般 ￥900
学生 ￥400
（当日￥100増）

コンフォ-トアンサンブル
090-3410-3799（藤河）

北九州子ども劇場　5月低学年定例会
人形劇「ねぎぼうずのあさたろう・ピーターとおおかみ」 18（土）

15:00 会　費
※子ども劇場会員でない方は
お問い合せください

特定非営利活動法人　北九州子ども劇場
093-884-383418:30

第４回マスタ－ズコ－ラス北九州 26（日） 12:30 無　料 マスタ-ズコ－ラス北九州実行委員会
090-5735-7737（室北）

中ホール

トリオ・ロス・ファンダンゴス　ケンジ＆リリアナ
タンゴの節句2013 4（土・祝） 14：00 ¥3,500 

（当日￥500増）
TLFライブ　いんふぉ
093-561-8314

PTNA　ピアノ　ステップ
11（土） 14：00 無　料

株式会社ヤマハミュージック九州
093-531-4342

12（日） 10：30 無　料

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

黒崎
市民ギャラリー

北九州芸術祭総合美術展（北九州美術家連盟会員秀作展）
過去の芸術祭出品作品より、洋画の優秀作品を展示

4/2（火）～5/6（月・振） 無　料 北九州美術家連盟（原田）
090-1348-1194

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

コレクション
展示室１～２

ルーベンス～栄光のアントワープ工房と原点のイタリア
絵画・版画等 約 80点

4/28（日）～6/16（日）
　　一般 ￥1,300
　高大生　 ￥800
　小中生　 ￥600

北九州市立美術館
093-882-7777

B1F 講堂

（ルーベンス展関連イベント）学芸員によるスライド･トーク
当館学芸員がルーベンスの作品についてわかりやすく解説

11（土） 14:00～
　15:30 無　料 北九州市立美術館

093-882-7777
（ルーベンス展記念講演会）ベルギー･フランダース政府観光局講演会
｢ルーベンスの故郷ベルギーへのお誘い｣ベルギーの町、アートや文化等の紹介

25（土） 14:00～
　15:30 無　料 北九州市立美術館

093-882-7777

企画展示室
１～２

コレクション展Ⅱ　ピカソ、マティス、ルオー～巨匠たちの版画（前期）
海外作家の版画を中心に約100点

5/3（金･祝）～6/30（日）
　一般 ￥150
高大生 ￥100
  小中生   ￥50　

北九州市立美術館
093-882-7777

市民ギャラリー

第41回九州女流展
洋画･日本画･工芸60点

1（水）～6（月･振） 無　料 九州女流美術協会（秋吉）
090-3416-3319

木彫り作品展
彫刻　200点

8（水）～12（日）
最終日は16:00 終了 無　料 白彫クラブ（船越）

0979-82-1567
渡辺浩二･坂本潤一・小池壮太三人展
洋画･彫刻･写真

14（火）～19（日） 無　料 さかえ写真館（坂本）
093-521-0497

第33回九州全展
洋画 ･日本画 ･水彩等公募展　150点

21（火）～26（日） 無　料 全日本美術協会（末廣）
090-2225-2418

第19回Kグループ展
洋画 90点

5/28（火）～6/2（日） 無　料 Kグループ（松村）
093-582-0486

エントランス
ホール

（ルーベンス展関連イベント）バロック音楽会
響ホール室内合奏団による演奏

18（土）
11：00～12：00 無　料 北九州市立美術館

093-882-7777

10
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会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大ホール

九州・山口音楽協会創立30周年記念コンサート
高雄有希とともに
共演：中山翔太　バラード第2番　ロ短調、連弾　ラ・ヴァルス　ほか

3（金・祝） 14:00
　　　一般 ￥3,000
中学生以下 ￥1,000

（全席自由）

九州・山口音楽協会
080-3972-3789（大山）

第35回　北九州市三曲協会連合会　三曲演奏大会 12（日） 12:00 無　料 北九州市三曲協会連合会
093-481-6528（中西）

金子三勇士　ピアノ・リサイタル
'08年バルトーク国際ピアノコンクール優勝　ピアノソナタ「悲愴」ほか

17（金） 19:00 指定席（1階） ￥4,000
自由席（2階） ￥3,000

北九州労音
093-571-0227（野知）

平成25年度　第43回 北九州市ファミリー劇場「角笛シルエット劇場」
心に残る美しい影絵劇。
【演目】やさしいライオン、つのぶえのうた

21（火） 10:30

　　　大人 ￥1,100
子ども（3歳～中学生） ￥900
　　　親子 ￥1,700
（当日各￥300増）
※ 2歳以下膝上観覧無料

北九州芸術劇場
093-562-2655

大正琴　文化筝　森ん子の会第13回定期演奏会
【曲目】みだれ髪、恋の季節　ほか

25（土） 13:00 無　料 森ん子の会
093-642-9054（中山）

中ホール

ムジーク・エスポワール　ジュニアピアノコンサート
ピアノソロとピアノ連弾　雨だれ、ウィーンの謝肉祭の道化　ほか

3（金・祝） 13:00 無　料 ムジーク・エスポワール
093-622-6480（古賀）

第14回　コンチェルト・リリコ福岡県支部　演奏会 4（土・祝） 14:00 ¥1,000 コンチェルト・リリコ福岡県支部
090-1871-0144（中原）

子どもの日　ヴァイオリン・チェロソロコンサート 5（日・祝） 13:00 無　料 篠崎ヴァイオリンスクール
093-921-0459（吉田）

Ａｃｈｔ　Ｌｉｎｅ 『ｚｗｅｉ ｌｉｎｅ』
出演：Ａｃｈｔ　Ｌｉｎｅ（Vo山下　真季、Gtタザーン）

11（土） 19:00 ¥2,000 
（当日￥500増）

ＪａｚｚＬｉｋｅ
090-2589-4516（タザーン）

トリオ　MET 北九州公演
ブラームス：ピアノ三重奏曲　第1番　op.8　ほか

12（日） 14:00 　　　一般 ￥3,000
高校生以下 ￥1,500

北九州楽友協会
093-622-1900（江里口）

第7回演奏会　フリージア沢見女声合唱団 18（土） 13:00 ¥1,000 フリージア沢見女声合唱団
093-871-5257（松尾）

カラオケ倶楽部　やすらぎ　26周年祭 19（日） 9:30 無　料 カラオケ倶楽部やすらぎ
093-882-6284（萩尾）

2013　くにたちコンサート
くるみ割り人形、イル・トロヴァトーレより静かな夜は　ほか

25（土） 18:30 一般 ￥1,500
学生 ￥500　

国立音楽大学福岡県同調会北
九州支部

090-8396-7784（尾崎）

王　基敏チェロスタジオ　チェロ発表会 26（日） 13:00 無　料 王　基敏チェロスタジオ
090-9471-6802（王）

交流プラザ ウェルカムコンサート
出演：Ａｃｈｔ　Ｌｉｎｅ（Vo山下　真季、Gtタザーン）

9（木） 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内
093-871-7200

会　場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

市民ギャラリー

一乗院仏像彫刻展
仏像彫刻

5/29（水）～6/2（日）
5/29（水）～ 6/1（土）
10:00 ～ 18:00
6/2（日）

10:00 ～ 16:00

無　料 高井琮玄
092-804-2368

リフォームアドバイスクラブ作品展 
捨てられる着物や洋服などリフォームした作品

17(金)～19（日）
5/17（金）5/18（土）
10:00～17:00
5/19（日）

10:00～16:00

無　料 岩見照美
093-881-1836

9 かるかる  2013.May



CulCul の主な設置場所

市内ＪＲ駅、市民会館、市民セン
ター、生涯学習センター、図書
館、市内体育施設、北九州空港、
男女共同参画センター　ムーブ、
井筒屋、モノレール駅など

8

■
九
州
交
響
楽
団

「
第
54
回
北
九
州
定
期
演
奏
会
」

６
月
16
日
（
日
）
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
、
北
九
州
市
立
響
ホ
ー

ル
（
八
幡
東
区
平
野
）。
指
揮
は
飯

森
範
親
、
ソ
プ
ラ
ノ
高
橋
薫
子
。

ロ
ッ
シ
ー
ニ
歌
劇
「
セ
ヴ
ィ
リ
ア
の

理
髪
師
」
よ
り
序
曲
、〝
今
の
歌
声

は
〞、
マ
ス
カ
ー
ニ
歌
劇
「
カ
ヴ
ァ

レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
」
間
奏

曲
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
歌
劇
「
ジ
ャ
ン

ニ
・
ス
キ
ッ
キ
」
よ
り
〝
私
の
愛

し
い
お
父
さ
ん
〞、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
交
響
曲
第
６
番
「
田
園
」
ほ
か
。

全
席
自
由
。
入
場
料
、
一
般
３
５
０

０
円
、
学
生
１
５
０
０
円
、
会
員
割

引
２
５
０
０
円
（
会
員
：
北
九
州
音

楽
協
会
、
ひ
び
き
音
楽
友
の
会
、
九

響
・
定
期
、
天
神
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

後
援
会
）。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

九
響
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

０
９
２（
８
２
３
）０
１
０
１

■
北
九
州
交
響
楽
団

「
第
１
０
９
回
定
期
演
奏
会
」

６
月
23
日
（
日
）
午
後
２
時
20
分
開

場
、
同
３
時
開
演
、
北
九
州
芸
術
劇

場
大
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）。
指

揮
は
長
野
力
哉
、
ピ
ア
ノ
永
野
栄

子
。
バ
ラ
キ
レ
フ
「
３
つ
の
ロ
シ

ア
の
主
題
に
よ
る
序
曲
第
１
番
」、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
「
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
第
１
番
」、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

「
交
響
曲
第
６
番
『
田
園
』」。
※
都

合
に
よ
り
曲
目
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、
一
般
１

３
０
０
円
、
学
生
８
０
０
円
（
当
日

各
２
０
０
円
増
）。
未
就
学
児
入
場

不
可
。

北
九
州
交
響
楽
団
事
務
局

０
９
３（
５
３
３
）３
４
５
６

（
デ
ィ
ー
キ
ュ
ー
ブ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
）

■
モ
ス
ク
ワ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団

６
月
26
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
開

場
、
同
７
時
開
演
、
北
九
州
芸
術
劇

場
大
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ

バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）。
指

揮
は
ユ
ー
リ
・
シ
モ
ノ
フ
、
ピ
ア
ノ

及
川
浩
治
。
ム
ソ
ル
グ
ス
キ
ー
「
交

響
詩
『
禿
山
の
一
夜
』
ニ
短
調
」、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
「
ピ
ア
ノ
協
奏

曲
第
１
番
変
ロ
短
調
」、
同
「
交
響

曲
第
６
番
『
悲
愴
』
ロ
短
調
」。

全
席
指
定
。
入
場
料
、
Ａ
席
１
万
円
、

Ｂ
席
７
０
０
０
円
、
Ｃ
席
５
０
０
０

円
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。

北
九
州
労
音

０
９
３（
５
７
１
）０
２
２
７

ご
あ
い
さ
つ　

〜
読
者
の
皆
さ
ま
へ
〜

　

こ
れ
ま
で
文
化
に
関
わ
る
読

み
物
を
お
届
け
し
て
き
た
「
ひ

ろ
ば
北
九
州
」
と
、
催
事
・
イ

ベ
ン
ト
情
報
を
お
届
け
し
て
き

た「
か
る
か
る
」。ふ
た
つ
を
合

体
さ
せ
、「C

ulC
ul

」（
か
る

か
る
）
と
し
て
創
刊
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
読
者
の
皆

さ
ま
の
ご
愛
読
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
北
九
州
市
芸
術
文
化

振
興
財
団
は
４
月
１
日
よ
り
財

団
法
人
か
ら
公
益
財
団
法
人
に

移
行
い
た
し
ま
し
た
。
公
益
財

団
法
人
へ
の
移
行
を
機
に
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
芸
術
文
化
の
振

興
・
発
展
に
努
め
、
演
劇
や
音

楽
な
ど
よ
り
一
層
の
潤
い
と
感

動
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

C
ulC
ul

（
か
る
か
る
）

郵
送
の
ご
案
内

　

C
ulC
ul

は
、
市
内
の
主
要
施
設

に
置
い
て
い
ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め

郵
便
切
手
を
お
送
り
い
た
だ
け
れ

ば
、
ご
自
宅
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

郵
送
先
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
ご

希
望
回
数
分
の
切
手
を
添
え
て
お
送

り
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
三
つ
折
り
定
型
郵
便
物
で
の
郵

送　

一
回
90
円

Ｂ
．
定
型
外
郵
便
物
で
の
郵
送
（
折

り
な
し
）　

一
回　

１
４
０
円

６
月
号
か
ら
平
成
26
年
３
月
号
ま
で

の
10
回
を
上
限
と
い
た
し
ま
す
。

必
ず
、
Ａ
か
Ｂ
い
ず
れ
か
と
回
数
を

明
記
し
て
下
さ
い
。

切
手
到
着
後
の
郵
送
と
な
り
ま
す
。

〒
８
０
５-

０
０
１
９　

北
九
州
市

八
幡
東
区
中
央
二
丁
目
１
の
１　

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
７
Ｆ

C
ulC
ul

郵
送
係
ま
で

　

情
報
コ
ー
ナ
ー

指揮　ユーリ・シモノフ

り
は
な
く
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
私

た
ち
に
驚
く
ほ
ど
の
力
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。

　

今
回
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
々
の

中
に
は
、
お
友
達
や
関
係
者
の
他

に
、『
か
る
か
る
』
を
ご
覧
に
な
っ

て
足
を
運
ん
で
下
さ
っ
た
方
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
情
報
誌
の
存
在
は
本
当
に
あ
り
が

た
い
で
す
。「
今
月
は
何
を
観
に（
聴

き
に
）
行
こ
う
か
し
ら
？
」
と
迷
っ

た
ら
、
ま
ず
は
『
か
る
か
る
』
を
め

く
っ
て
み
て
は
？　

子
供
の
発
表
会

巡
り
も
楽
し
い
で
す
よ
。

か
ら
は
、「
感
動
し
て
涙
が
出
た
」

「
襟
を
正
さ
れ
る
と
か
そ
ん
な
生
半

可
な
も
の
で
な
く
、
バ
ッ
ト
で
頭
を

殴
ら
れ
た
様
な
衝
撃
を
受
け
た
」

等
々
の
嬉
し
い
ご
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

私
は
普
段
か
ら
子
供
達
に
言
っ
て

い
ま
す
。「
大
人
も
子
供
も
、
巨
匠

も
ア
マ
チ
ュ
ア
も
関
係
な
い
。
演
奏

す
る
か
ら
に
は
、
音
楽
が
持
っ
て
い

る
魅
力
を
全
て
お
客
様
に
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
」。
惜
し
み
な
い
努
力
は
、
必
ず

実
を
結
び
ま
す
。
子
供
の
才
能
に
限

　

我
がPIA

N
O 
school

の
〝
修

了
演
奏
会
〞が
終
わ
り
、次
の
ス
テ
ッ

プ
へ
新
し
く
踏
み
出
し
た
今
日
こ
の

頃
で
す
。

　

み
な
さ
ま
、
初
め
ま
し
て
。
私
は

ピ
ア
ノ
教
師
兼
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
普
段

は
、
幼
稚
園
児
か
ら
大
人
ま
で
、
個

性
派
揃
い
の
生
徒
さ
ん
と
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。
さ
て
、
前
述
の
修

了
演
奏
会
、
聴
い
て
下
さ
っ
た
方
々

音
楽
が
持
つ
魅
力
を
全
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
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平
成
24
年
度
に
、
小
倉
北
区
東
城

野
町
の
旧
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
に
あ

る
三
郎
丸
遺
跡
第
３
地
点
の
発
掘
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
標
高

９
ｍ
ほ
ど
の
丘
陵
上
に
立
地
し
、
丘

陵
の
周
囲
に
は
複
雑
に
入
り
組
ん
だ

小
さ
な
谷
が
存
在
し
ま
す
。

　

発
見
さ
れ
た
遺い

構こ
う

に
は
、
７
世
紀

か
ら
８
世
紀
（
奈
良
時
代
）
に
か
け

て
の
農
民
が
住
ん
だ
竪た
て

穴あ
な

住じ
ゅ
う
き
ょ居

25

軒
と
、
平
地
式
と
高た
か
ゆ
か床

式
の
倉
庫
が

合
わ
せ
て
11
棟
、
火
を
焚た

い
た
穴
が

20
基
以
上
あ
り
ま
す
。

　

竪
穴
住
居
と
は
、
地
面
を
半は
ん

地ち

下か

式し
き

に
掘
り
窪く

ぼ

め
て
、
柱
を
立
て
て
屋

根
を
支
え
る
構
造
の
住
居
で
、
カ
マ

ド
が
住
居
の
壁
際
に
作
ら
れ
ま
す
。

屋
根
を
支
え
る
柱
は
４
本
で
す
。

　

竪
穴
住
居
の
大
き
さ
に
は
大
小
が

あ
り
、
家
族
は
住
居
に
分
散
し
て
住

ん
で
い
ま
し
た
。
四
角
い
平
面
形
を

し
た
高
床
の
倉
庫
は
面
積
が
12
㎡
ほ

ど
で
、
脱だ
っ

穀こ
く

し
た
籾
を
収
蔵
し
、
長

方
形
を
し
た
平
地
式
の
倉
庫
に
は
穂

首
刈
り
を
し
た
稲
を
収
蔵
し
て
い
ま

し
た
。

　

７
世
紀
後
半
頃
か
ら
は
、
水
田
も

６
才
以
上
の
者
に
一
定
の
面
積
を
割

り
当
て
ら
れ
、
家
族
で
水
田
や
畠は
た
けを

耕
作
し
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ

の
当
時
、
租そ

と
い
う
税
は
、
穂
首
刈

り
し
た
状
態
で
納
め
る
必
要
が
あ
っ

た
の
で
、
稲
は
根
ご
と
刈
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
租
の
一
部
は

白
米
に
し
て
京
へ
送
る
こ
と
も
必
要

で
し
た
が
、
そ
の
前
に
脱
穀
し
て
白

米
に
す
る
仕
事
が
あ
り
、
そ
れ
は
女

性
の
仕
事
で
し
た
。

　

当
時
の
食
料
は
発
見
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
当
然
コ
メ
を
食
べ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
コ
メ
は
カ
マ
ド

に
か
け
た
蒸
し
器
（
甑こ
し
き）

を
使
っ
て

蒸
し
て
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
コ

メ
以
外
に
、
畠は
た
さ
く
も
つ

作
物
と
し
て
粟あ

わ

、

稗ひ
え

、
大
麦
、
小
麦
が
あ
り
、
主
食
は

コ
メ
と
粟
や
稗
を
混
ぜ
た
雑ざ
っ
こ
く穀

ご
は

ん
で
す
。
そ
れ
に
汁
と
、
野
菜
の
副

食
と
い
う
一
い
ち
じ
ゅ
う汁

一い
っ
さ
い菜

で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
日
２
食
と
す

る
と
、
１
日
に
１
０
０
０
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
以
下
と
い
う
、
超
ダ
イ
エ
ッ
ト

食
で
し
た
。

　

自
分
た
ち
で
生
産
す
る
衣
服
以
外

に
も
、
税
と
し
て
繊
維
製
品
を
納
め

る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
農
民
は
桑

を
植
え
て
蚕か
い
こ

を
飼
育
し
、
織
物
を

織
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
仕
事
も
、

主
に
女
性
の
仕
事
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
文
字
が
書
か

れ
た
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
文
字
を
書
け
る
よ
う
な
有
力
者

で
な
く
、
一
般
農
民
家
族
が
住
ん
で

い
た
村
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
７
月
号
で
す
】

埋蔵文
化
財

hiroba 柴　尾　俊　介

遺跡からのメッセージ
北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　学芸員

Shunsuke Shibao

三郎丸遺跡第３地点の
古代集落の調査

遺跡近景（後ろの山は足立山）

竪穴住居の調査風景発掘後の竪穴住居
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『
ひ
ろ
ば
北
九
州
』
で
は
、「
漫
画

と
北
九
州
」
と
題
し
た
連
載
記
事

を
、
当
館
の
学
芸
員
や
司
書
が
二
年

に
わ
た
り
担
当
い
た
し
ま
し
た
。
誌

面
刷
新
と
共
に
連
載
も
衣
替
え
、
ま

ず
は
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
開
館
初
年
度
の
動
き
を
ご
報
告
し

ま
し
ょ
う
。

　

来
館
者
数
は
、
年
間
目
標
数
の
半

分
に
あ
た
る
五
万
人
を
半
年
で
達
成

し
、
ま
ず
ま
ず
の
堅
調
。
来
館
者
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
市
内
：
市
外
：

県
外
の
割
合
は
ほ
ぼ
２
：
１
：
１
。

性
別
や
年
齢
層
に
は
あ
ま
り
偏
り
が

な
く
、
満
遍
な
く
ご
来
館
で
す
。

　

特
定
の
層
の
方
だ
け
を
向
く
の
で

な
く
、
年
齢
性
別
は
元
よ
り
、
熱
狂

的
な
漫
画
フ
ァ
ン
に
も
、
昔
は
読
ん

で
い
た
け
ど
最
近
は
あ
ま
り
…
と
い

う
方
に
も
、
あ
る
い
は
漫
画
嫌
い
の

方
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
漫
画
に
親
し

ん
で
い
た
だ
け
る
施
設
を
私
た
ち
は

目
指
し
て
い
ま
す
。
初
年
度
開
催
の

企
画
展
も
、
少
年
漫
画
の
歴
史
を
た

ど
る
展
示
、
メ
ガ
ヒ
ッ
ト
作
品
「
ル

パ
ン
三
世
」
の
ア
ニ
メ
と
漫
画
を
組

み
合
わ
せ
た
展
示
、
海
洋
堂
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
展
示
、
書

店
で
な
く
イ
ベ
ン
ト
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
活
躍
す
る
「
同
人
作
家
」

の
展
示
、そ
し
て
現
在
開
催
中
の「
少

な
の
か
、
自
分
に
理
解
で
き
な
い
作

品
や
ジ
ャ
ン
ル
を
毛
嫌
い
す
る
声
も

耳
に
し
ま
す
。
漫
画
は
、
読
者
の
生

理
的
な
ニ
ー
ズ
を
柔
軟
に
受
け
止
め

な
が
ら
進
化
す
る
メ
デ
ィ
ア
で
す
か

ら
、
感
情
的
な
好
悪
に
結
び
つ
き
や

す
い
の
で
し
ょ
う
。

　

老
若
男
女
誰
に
で
も
愛
さ
れ
る
作

品
は
ご
く
一
握
り
、
他
の
大
多
数
は

特
定
の
層
に
は
受
け
て
も
、
別
の
層

か
ら
毛
嫌
い
さ
れ
か
ね
な
い
。
様
々

な
層
に
向
け
て
運
営
し
て
い
く
と
い

う
私
た
ち
の
ス
タ
ン
ス
は
そ
の
意
味

で
必
然
で
す
し
、
同
時
に
そ
れ
が
漫

画
を
「
文
化
」
と
し
て
扱
う
と
い
う

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
何
故
な
ら
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
や
テ
ー

マ
が
存
在
す
る
多
様
性
こ
そ
が
、
世

界
に
誇
れ
る
日
本
漫
画
だ
け
の
特
長

で
あ
り
、
漫
画
は
そ
の
多
様
性
の
中

に
、
時
代
ご
と
読
者
層
ご
と
の
感
情

や
生
理
や
価
値
観
を
ぎ
っ
し
り
と
詰

め
込
ん
だ
、
巨
大
な
歴
史
資
料
で
も

あ
る
か
ら
で
す
。

女
漫
画
の
世
界
展
」と
、幅
広
く
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

市
直
営
の
公
共
施
設
と
し
て
当
然

の
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
ま
す
が
、
日
本

の
漫
画
市
場
の
あ
り
方
を
ふ
ま
え
て

の
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
日
本
は
世

界
で
唯
一
、
老
若
男
女
誰
で
も
漫
画

を
読
む
国
で
、
巨
大
な
漫
画
市
場
を

抱
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
実
は
細

分
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
性
別
や
年
代

ご
と
に
読
者
層
を
絞
り
込
ん
で
い
る

漫
画
雑
誌
が
そ
の
端
的
な
例
で
す
。

で
す
か
ら
、
あ
る
層
に
は
大
人
気
の

作
品
や
作
家
が
、
別
の
層
に
は
名
前

す
ら
知
ら
れ
ず
、
知
ら
な
い
だ
け

な
ら
ま
だ
し
も
、「
最
近
の
漫
画
は

つ
ま
ら
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
往
年

の
漫
画
フ
ァ
ン
や
、
そ
の
逆
の
若
い

方
な
ど
、
漫
画
へ
の
愛
情
の
裏
返
し

漫画
hiroba表　　智　之

北九州市漫画ミュージアム　専門研究員
Tomoyuki Omote

漫
画
を
「
文
化
」
と
し
て
扱
う
と
い
う
こ
と
は

そ
の
多
様
性
に
向
き
合
う
こ
と
。

５月19日まで開催中の「少女漫画の世界
展」会場風景。水野英子・青池保子・文月
今日子らから、前川涼・篠塚ひろむ・すえ
のぶけいこらまで、北九州・下関にゆかり
のある少女漫画家15人が一堂に会し、原
画や撮りおろしインタビュー映像などで創
作の裏側に迫ります。
企画展入場料
一般　　500 円、中高生　300 円
小学生　150 円
（団体割引および常設展とのセット割引あり）
お問合せ
北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077
※毎週火曜日休館　４月 30日は開館
【開館時間】
午前 11時～午後７時（入館は午後６時 30分まで）

アムアム
kii Omote

ジアア
yuuki ki Om

ムム 専専門研究員アムアム
Omote

漫画と北九州
～日本漫画の多様性～
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◇
北
九
州
市
立
美
術
館
・
本
館

　

建
築
家
・
磯
崎
新
に
よ
る
斬
新
な

デ
ザ
イ
ン
で
１
９
７
４
年
に
開
館
。

　

モ
ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
ロ
ダ
ン
等

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
を
は
じ
め
、
大

正
〜
昭
和
期
の
日
本
絵
画
、
江
戸
期

の
浮
世
絵
版
画
、
１
９
８
０
年
代
米

国
ニ
ュ
ー
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
戦
後

日
本
の
具
体
美
術
協
会
の
作
品
な

ど
、
所
蔵
品
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

駐
車
場
１
７
０
台
分
。
七
条
バ
ス
停

〜
美
術
館
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
便
利
。

戸
畑
区
西
鞘
ヶ
谷
町
21
の
１　

０
９
３（
８
８
２
）７
７
７
７

　

新
年
度
の
始
ま
り
で
す
。
ア
ー
ト

に
触
れ
な
が
ら
知
性
・
感
性
に
磨
き

を
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

北
九
州
市
内
に
は
美
術
館
や
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ど
ア
ー
ト
に
接
す
る
場
が

数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
か
ら
主
な
場
所
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

◇
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ　

Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ

　

１
９
９
７
年
オ
ー
プ
ン
。
ア
ー
ト

展
は
も
ち
ろ
ん
音
楽
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
な
ど
様
々
な
表
現
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
併
設
す
る
カ
フ
ェ

バ
ー
に
は
表
現
者
た
ち
も
出
入
り
し

て
い
ま
す
。

小
倉
北
区
鍛
冶
町
１
の
８
の
23 

２
Ｆ

０
９
３（
５
５
１
）５
５
２
２

◇
千
草
ホ
テ
ル

　

ホ
テ
ル
内
カ
フ
ェ
の
中
庭
で
「
中

庭
ア
ー
ト
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
展
を

随
時
開
催
。
北
九
州
近
辺
在
住
の
若

手
作
家
の
貴
重
な
発
表
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

八
幡
東
区
西
本
町
１
の
１
の
１

０
９
３（
６
７
１
）１
１
３
１

◇O
peration 

Table

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
（
美
術
家
が
一
定
期
間
滞
在
し

て
制
作
・
発
表
）
兼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

元
動
物
病
院
を
改
装
し
た
独
特
な
雰

囲
気
の
空
間
で
随
時
、
意
欲
的
な
発

表
が
な
さ
れ
ま
す
。

八
幡
東
区
東
鉄
町
８
の
18

０
９
０（
７
３
８
４
）８
１
６
９

　

各
場
所
を
訪
ね
る
際
は
必
ず
事
前

に
会
期
や
休
館
日
な
ど
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

北九州市立美術館・本館

◇
北
九
州
市
立
美
術
館
・
分
館

　

都
心
部
の
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九

州
５
階
に
あ
り
、
身
近
に
展
覧
会
を

楽
し
め
ま
す
。
夜
８
時
ま
で
開
館
な

の
で
学
校
や
お
仕
事
帰
り
に
寄
っ
て

み
て
は
（
展
覧
会
に
よ
っ
て
閉
館
時

間
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
事
前

に
ご
確
認
を
）。

小
倉
北
区
室
町
１
の
１
の
１ 

５
Ｆ

０
９
３（
５
６
２
）３
２
１
５

◇
現
代
美
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

Ｃ
Ｃ
Ａ
北
九
州

　

現
代
美
術
の
研
究
・
学
習
機
関
と

し
て
１
９
９
７
年
に
開
設
。
世
界
の

第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
北
九
州
に
招
き
、
滞
在
を
通

じ
て
制
作
さ
れ
た
新
作
を
発
表
す
る

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ほ

か
、
公
開
レ
ク
チ
ャ
ー
や
美
術
講
座

な
ど
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
に
は
一
般
に
は
入
手
し
づ
ら
い

国
内
外
の
美
術
書
も
充
実
し
、特
に
こ

れ
ま
で
の
招
待
作
家
達
に
よ
る
数
々

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ブ
ッ
ク
は
必
見
。

八
幡
東
区
尾
倉
２
の
６
の
１

０
９
３（
６
６
３
）１
６
１
５

◇
門
司
港
美
術
工
芸
研
究
所

　
　
　
（
旧
・
門
司
港
ア
ー
ト
村
）

　

門
司
港
の
小
学
校
跡
地
が
制
作
ス

タ
ジ
オ
と
し
て
活
用
さ
れ
、
美
術

家
・
工
芸
家
達
が
制
作
に
励
ん
で
い

ま
す
。

門
司
区
庄
司
町
19
の
１

０
９
３（
３
２
２
）１
２
３
５

美術
hiroba 花　田　伸　一

北九州アートめぐり
キュレーター

Shinichi Hanada
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会期・会場
平成 25年４月 20日（土）～６月９日（日）
北九州市立文学館
その後、尾道市立美術館、かごしま近代文学館、
新宿歴史博物館を巡回。
観覧料 
大人 　　500 円、 中高生　200 円、
小学生　 100 円 
お問合せ
北九州市立文学館
093(571)1505
※月曜日休館  4 月 29日 (月)·5 月 6日 (月)は開館、
翌日休館 

　

芙
美
子
の
生
涯
を
紐
解
い
て
み
ま

し
ょ
う
。
両
親
に
伴
わ
れ
各
地
を

転
々
と
し
た
幼
少
時
代
、
東
京
に
出

て
詩
を
書
く
日
々
、『
放
浪
記
』
が

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
流
行
作
家
と

し
て
歩
み
出
し
た
時
期
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
へ
の
単
身
渡
航
経
験
、
従
軍
作
家

と
し
て
戦
争
に
向
き
合
っ
た
時
代
、

そ
し
て
戦
後
、
心
身
と
も
に
傷
つ
い

た
人
々
を
描
き
続
け
た
日
々
…
…
。

現
代
の
よ
う
に
自
立
し
た
女
性
が
ま

だ
少
な
か
っ
た
昭
和
初
期
に
あ
っ

て
、
彼
女
は
作
家
と
し
て
、
家
庭
人

と
し
て
、
自
分
の
足
で
し
っ
か
り
と

立
ち
、
未
来
へ
の
希
望
を
求
め
て
進

ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

―
―
花
の
い
の
ち
は
短
く
て　

苦

し
き
こ
と
の
み
多
か
れ
ど　

風
も
吹

く
な
り　

雲
も
光
る
な
り
―
―

　

北
九
州
市
（
門
司
区
）
出
身
の
作

家
林
芙
美
子
（
１
９
０
３
〜
１
９
５

１
）
の
言
葉
で
す
。
北
九
州
市
立
文

学
館
で
は
、
４
月
20
日
か
ら
６
月
９

日
ま
で
、
林
芙
美
子
の
生
誕
１
１
０

年
に
あ
わ
せ
た
展
覧
会
を
開
催
し
ま

す
。
遺
さ
れ
た
原
稿
・
草
稿
、
書

簡
、
遺
愛
品
、
雑
誌
・
書
籍
、
写
真

な
ど
で
そ
の
生
涯
と
作
品
を
紹
介
し

つ
つ
、
芙
美
子
が
生
き
た
大
正
か
ら

昭
和
の
激
動
期
に
か
け
て
の
時
代
の

記
憶
を
新
た
に
し
、
現
代
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。

が
不
透
明
で
不
安
を
抱
え
た
人
も
多

い
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
世
代
を
超
え
た
多
く
の
人
達

に
、
芙
美
子
の
紡
い
だ
言
葉
に
触
れ

て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
い
つ
の
時

代
で
も
、
時
代
の
波
に
翻
弄
さ
れ
な

が
ら
、
そ
れ
で
も
生
き
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
間
を
、
強
さ
も
弱

さ
も
含
め
て
描
い
て
い
る
小
説
に
、

私
た
ち
は
共
感
し
感
動
し
ま
す
。
彼

女
の
生
き
方
や
作
品
を
と
お
し
て
、

一
そ
よ
ぎ
の
風
、
そ
し
て
一
条
の
光

を
思
い
起
こ
し
て
ほ
し
い
、
そ
の
よ

う
な
希
望
を
込
め
て
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

芙
美
子
の
人
生
に
は
、
確
か
に
孤

独
や
暗
い
影
が
あ
り
ま
し
た
が
、
空

高
く
抜
け
て
い
く
風
、
雲
間
に
差
す

光
の
よ
う
に
、
書
く
こ
と
に
よ
っ
て

現
実
の
苦
悩
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
芙
美
子
は
特
定
の

ど
ん
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
も
染
ま
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
の
よ
う
な
状
況

下
で
も
、
常
に
目
の
前
に
い
る
人
々

に
寄
り
添
い
、
そ
の
苦
し
み
や
悲
し

み
を
描
き
続
け
る
と
い
う
、
作
家
と

し
て
の
ス
タ
ン
ス
を
一
貫
し
て
持
ち

続
け
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

亡
く
な
る
数
日
前
の
芙
美
子
の
肉

声
が
残
っ
て
い
ま
す
。

「
―
―
私
は
や
っ
ぱ
り
庶
民
的
な
作

家
で
終
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。（
略
）
も
う
自
分
は
現
在
が
晩

年
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
か
ら
ね
。
い

つ
死
ぬ
か
も
分
か
ら
な
い
し
ね
、
だ

か
ら
無
駄
弾
丸
は
抛ほ
う

り
た
く
な
い
。

（
略
）
み
ん
な
に
共
感
を
持
た
れ
る

よ
う
な
、
そ
し
て
庶
民
の
人
が
読
ん

で
く
れ
る
よ
う
な
、
仄ほ
の
ぼ
の々

し
た
も
の

を
書
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

（
１
９
５
１
年
６
月
24
日
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
「
若
い
女
性
」）

　

芙
美
子
は
こ
の
四
日
後
、
急
逝
。

47
歳
で
し
た
。
葬
儀
に
は
、
普
段
着

姿
の
一
般
の
人
々
が
長
い
列
を
つ
く

り
、
そ
の
死
を
悼
み
ま
し
た
。

　

芙
美
子
が
生
き
た
時
代
と
比
べ
、

物
質
的
に
は
豊
か
に
な
っ
た
と
い
え

ま
す
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
の

復
興
の
遅
れ
、
原
発
問
題
、
若
者
の

非
正
規
雇
用
の
増
加
な
ど
、
先
行
き

文芸
hiroba 小　野　　　恵

北九州市立文学館　学芸員
Megumi Ono

市
制
50
周
年
記
念 

北
九
州
市
立
文
学
館
第
14
回
特
別
企
画
展

　
「
生
誕
110
年 

林
芙
美
子
展

 

―
風
も
吹
く
な
り 

雲
も
光
る
な
り
―
」

Information

自宅書斎にて　1949 年 4月（撮影　林忠彦）

自画像「顔」（北九州市立文学館）

「風も吹くなり…」詩稿（赤毛のアン記念館・村岡花子文庫蔵）

ようこそ文学館へ
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『「大猫座」の「ときわばし」でのリーディング公演の様子』 

金鶏ボンベ「聞いていい？」チラシ

ブ
ロ
グ
な
ど
で
麺
好
き
な
顔
を
見
せ

て
い
る
泊
氏
。
ど
ん
な
作
品
に
な
る

の
か
、
タ
イ
ト
ル
を
見
る
だ
け
で
期

待
が
膨
ら
む
。
こ
の
後
も
、
７
月
に

は
寺
田
剛
史
氏
、
大
畑
佳
子
氏
の
ユ

ニ
ッ
ト
「block
」
と
、
藤
原
達
郎

氏
の
ユ
ニ
ッ
ト
「
大
体
２
㎜
」
が
公

演
予
定
だ
。

　

こ
う
い
っ
た
ユ
ニ
ッ
ト
公
演
の
興

味
深
い
点
の
一
つ
は
、
そ
の
上
演
場

所
だ
。
カ
フ
ェ
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
、

大
学
構
内
、
多
目
的
ホ
ー
ル
と
、
実

に
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、「
街
」
は

ど
ん
な
場
所
で
も
「
劇
場
」
に
成
り

　

春
で
あ
る
。
様
々
な
モ
ノ
が
新
た

に
動
き
出
す
季
節
。
北
九
州
の
演
劇

界
に
も
、
様
々
な
動
き
が
み
ら
れ
る

季
節
で
も
あ
る
。

　

中
で
も
「
飛
ぶ
劇
場
」
の
劇
団
内

ユ
ニ
ッ
ト
の
動
き
に
は
目
を
惹
か
れ

る
。〝
ユ
ニ
ッ
ト
〞
と
は
、
劇
団
員

自
ら
が
代
表
と
な
り
、
自
身
の
カ

ラ
ー
で
作
品
を
発
表
す
る
集
団
の

事
。「
飛
ぶ
劇
場
」
内
に
は
数
多
く

の
ユ
ニ
ッ
ト
が
存
在
す
る
が
、
今
年

の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
特
に
そ
の

動
き
が
活
発
だ
。

　

２
月
に
は
鵜
飼
秋
子
氏
、
内
田
ゆ

み
氏
、
内
山
ナ
オ
ミ
氏
の
ユ
ニ
ッ
ト

「
さ
か
な
公
団
」
が
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

『
白
と
黒
の
手
紙
』を
上
演
。
ま
た
、

３
月
に
は
宇
都
宮
誠
弥
氏
の
ユ
ニ
ッ

ト
「
宇
都
宮
企
画
」
が
『
さ
よ
な
ら

ニ
コ
ラ
』
を
、
そ
し
て
、
４
月
に
は

木
村
健
二
氏
が
新
た
に
立
ち
上
げ
た

ユ
ニ
ッ
ト
「
金
鶏
ボ
ン
ベ
」
が
『
聞

い
て
い
い
？
』
を
上
演
し
た
。

　

劇
団
内
ユ
ニ
ッ
ト
の
先
駆
と
言
っ

て
い
い
だ
ろ
う
有
門
正
太
郎
氏
率
い

る
「
有
門
正
太
郎
プ
レ
ゼ
ン
ツ
」
は

３
月
に
、
北
九
州
芸
術
劇
場
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
往
来
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
『
ひ

ら
め
く
！　

折
尾
さ
ん
ぽ
』
と
銘

打
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。

そ
し
て
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

段
階
で
は
詳
細
未
定
と
な
っ
て
い
る

が
、
５
月
下
旬
に
は
、
代
表
の
泊
篤

志
氏
が
「
飛
ぶ
劇D

elivery

」
と

し
て
『
麺
々
と
（
仮
）』
と
い
う
作

品
を
発
表
予
定
だ
と
い
う
。
自
身
の

の
よ
う
な
一
夜
限
り
の
「
劇
場
」
が

街
に
た
く
さ
ん
生
ま
れ
、
気
軽
に
ふ

ら
り
と
立
ち
寄
れ
る
よ
う
な
状
況
が

常
態
と
な
れ
ば
素
晴
ら
し
い
と
思
う

し
、
き
っ
と
そ
れ
は
遠
い
夢
で
は
な

い
筈
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
春
に
は
「
劇
場
」
で

の
演
劇
公
演
も
様
々
だ
。
老
舗
中
の

老
舗
、
劇
団
青
春
座
は
５
月
に
２
２

０
回
公
演
『
も
う
一
つ
の
放
浪
記

〜
花
の
い
の
ち
は
み
じ
か
く
て
〜
』

（
作
：
橋
本
和
子
／
演
出
：
井
生
定

巳
／
５
月
18
日
・
19
日
／
北
九
州
芸

術
劇
場
中
劇
場
）
を
上
演
予
定
だ
。

　

演
劇
の
形
は
一
つ
で
は
な
い
。
そ

し
て
、
こ
の
街
に
は
そ
れ
を
体
験
で

き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
、
拙
稿
に
お
い
て
、
皆
様
に
少
し

で
も
そ
れ
を
丁
寧
に
お
伝
え
で
き
た

ら
と
、
新
た
な
挑
戦
に
背
筋
を
伸
ば

す
、
春
で
あ
る
。

得
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
て
く

れ
る
。
私
も
２
月
に
北
九
州
演
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
「
ま
ち
な
か
ラ

ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
企
画
に
「
大
猫

座
」と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

小
倉
北
区
の
「
長
崎
街
道
茶
店　

と

き
わ
ば
し
」
で
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演

を
行
っ
た
。
あ
え
て
会
場
の
調
度
に

は
一
切
手
を
加
え
ず
、
そ
の
ま
ま
の

空
間
で
上
演
し
た
の
だ
が
、
ま
る
で

田
舎
の
親
戚
の
家
に
法
事
に
来
た
よ

う
な
和
や
か
な
雰
囲
気
の
作
品
と

な
っ
た
。
演
出
家
と
し
て
良
い
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
う
。
こ

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

「街」はどんな場所でも 
「劇場」となる 
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北
九
州
市
立
自
然
史
・
歴
史
博
物

館
が
東
田
地
区
に
オ
ー
プ
ン
し
て
、

昨
年
11
月
に
10
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。〝
い
の
ち
の
た
び
博
物
館
〞
の

愛
称
で
親
し
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
約

３
７
０
万
人
の
お
客
様
が
来
館
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
市
制
50
周
年
及
び
博
物

館
開
館
10
周
年
を
記
念
し
、
よ
り
多
く

の
市
民
に
愛
さ
れ
、
進
化
し
続
け
る
博

物
館
を
目
指
し
て
、
３
月
23
日
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

今
回
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
中
か
ら

主
な
も
の
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

世
界
で
最
も
有
名
な
恐
竜
「
ス
ー

と
し
て
知
ら
れ
る
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル

ス
・
レ
ッ
ク
ス
」
が
ア
ー
ス
モ
ー
ル

に
入
る
と
す
ぐ
に
皆
さ
ん
を
お
迎
え

し
て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ

ル
ス
は
１
９
９
０
年
に
米
国
サ
ウ
ス

ダ
コ
タ
州
で
発
見
さ
れ
、
発
見
者
の

ス
ー
・
ヘ
ン
ド
リ
ク
ソ
ン
さ
ん
に
ち

な
ん
で
「
ス
ー
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
全
身
の
約
90
％
の
骨
が
化

石
と
し
て
残
っ
て
い
る
と
て
も
保
存

ま
し
た
。
旧
石
器
時
代
か
ら
現
代
ま

で
北
九
州
の
歴
史
を
紹
介
す
る
テ
ー

マ
館
で
は
、
特
に
近
現
代
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
を
拡
張
し
、
日
本
の
近
代
化

を
リ
ー
ド
し
た
北
九
州
の
近
現
代
史

に
つ
い
て
の
展
示
内
容
が
充
実
し
ま

し
た
。

　

田
川
市
の
所
蔵
作
品
が
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
、

山
本
作
兵
衛
最
大
の
炭
鉱
記
録
画
。

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
人
気

を
呼
ん
だ
吉
田
初
三
郎
の
北
九
州
の

鳥
瞰
図
の
大
き
な
原
図
。
中
国
・
辛

亥
革
命
の
指
導
者
孫
文
が
北
九
州

の
大
企
業
家
安
川
敬
一
郎
に
贈
っ
た

「
世
界
平
和
」
の
書
な
ど
見
ど
こ
ろ
が

い
っ
ぱ
い
。
市
民
の
皆
様
か
ら
募
集

し
た
古
写
真
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ル
チ
ャ
ー
モ
ー
ル
で
は

北
九
州
の
三
大
夏
祭
り
の
山
車
、
山

笠
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
新
た
な
魅
力
が
満

載
！　

さ
ら
に
進
化
し
、
新
し
く

な
っ
た
博
物
館
に
是
非
出
か
け
ま

し
ょ
う
。

この実物大模型は「スー」として知
られるほぼ完全なティラノサウルス・
レックスのレプリカで、原標本は米国
イリノイ州シカゴのフィールド博物館
に展示されています。

スーとして知られるティラノサウルス・レックス

山本作兵衛の炭鉱記録画

北九州の三大夏祭りの山車・山笠

ⒸＫＭＮＨ

ⒸＫＭＮＨ

の
よ
い
化
石
で
す
。
全
長
は
12
・
８

メ
ー
ト
ル
、
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の

中
で
世
界
最
大
で
、
と
て
も
迫
力
が

あ
り
ま
す
。
実
物
化
石
が
展
示
さ
れ

て
い
る
米
国
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
以
外
の
博
物
館

で
の
常
設
展
示
は
世
界
初
、
来
館
の

際
に
は
そ
の
迫
力
あ
る
姿
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

他
に
も
世
界
最
大
の
翼
竜
ケ
ツ
ァ

ル
コ
ア
ト
ル
ス
や
世
界
最
大
の
シ
ー

ラ
カ
ン
ス
復
元
骨
格
が
新
規
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
植
物
食
恐
竜
セ
イ
ス
モ

サ
ウ
ル
ス
と
合
わ
せ
て
、
ア
ー
ス

モ
ー
ル
に
は
恐
竜
が
生
き
て
い
た
時

代
の
水
・
陸
・
空
の
世
界
最
大
級
の

動
物
化
石
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

恐
竜
時
代
の
ジ
オ
ラ
マ
で
人
気
の

エ
ン
バ
イ
ラ
マ
館
に
も
新
し
く
羽
毛

恐
竜
が
仲
間
入
り
し
た
他
、
多
様
性
館

や
各
ぽ
け
っ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展

示
替
え
、
恐
竜
な
ど
の
大
型
映
像
上

映
や
深
海
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
映
像
演

出
の
追
加
な
ど
新
た
な
見
所
が
誕
生
。

　

歴
史
ゾ
ー
ン
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

　Information
　北九州市八幡東区東田2-4-1
　093（681）1011
　【常設展入館料】
　　一般　　　 500円　　高校・大学生　300円
　　小・中学生　200円　　未就学児　　  無　料
　【開館時間】
　　午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
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